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業　績　概　要

　木材腐朽の診断は木造建築物の維持管理に重要な意味を持ちます。既存の腐朽診断では，例えば木造住
宅の床下や壁の内部など通常人目につかない部位で進行する腐朽を発見するためには，床下に潜るもしく
は壁を剥がす等といった工程を伴うことになります。このような問題点を解決することのできる非破壊，
非接触の新たな腐朽診断法として，床下や壁の内部に滞留する木材腐朽菌の匂い（MVOC）が利用でき
るのではないかという着想で研究を進めてきました。
　木材腐朽菌由来のMVOCを網羅的かつ簡易的に解析するため，ガスクロマトグラフ質量分析装置によ
るMVOC の分析手法を確立し，本手法を用いて木材腐朽菌が木材を腐朽する過程で放散するMVOC の
測定を行ない，木材腐朽菌が発育する際に恒常的に放散されるMVOCが複数存在することを明らかにし
ました。さらに，特定の腐朽ステージで特異的に放散されるMVOCをも見出すことができました。これ
らのことは，MVOC を用いた診断では腐朽部位を非破壊，非接触で検出できるのみならず，腐朽がどれ
だけ進行しているのか，といった腐朽段階に関する情報も得ることができる可能性を示しています。

今後の取り組み

　木材腐朽菌由来のMVOCによる腐朽検出技術を実用化するまでには，まだ多くの課題が残されている
と思います。このことも含め，今後，木材保存分野の研究者・技術者の一員として，木材の生物劣化に関
わる課題の解決を目指し日々取り組んで参りたいと考えています。
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